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　国土交通省松本砂防事務所と長野県が共同で事
業を進めていた県道槍ヶ岳線・篭川橋の架け替え
工事は、令和４年10月に完了し、開通を迎えました。
　住民の命と暮らしを守る砂防事業の推進はもと
より、観光振興の面でも大きな役割が期待されて
います。（関連記事は２～３ページ）

主な内容
❷　貴重な自然と流域のいのちとくらしを守る。
　～国土交通省松本砂防事務所の事業紹介～
❹　北アルプス国際芸術祭
❻　ひとが輝くまちづくり事業補助団体紹介
❽　大町やまびこまつり・大町ゆかたまつり
❾　小学校再編に向けた取り組みスタート
　～小学校再編準備委員会発足～
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信濃川上流水系直轄砂防事業　～高瀬川流域事業～

　国土交通省松本砂防事務所では、北アルプスの山並みに沿って梓
川・高瀬川・姫川の三つの流域において、砂防事業を行っています。
　北アルプスは3,000ｍ級の高山が連なる雄大な山岳景観を誇って
いますが、日本列島を南北に縦断する断層群「糸魚川静岡構造線」、
その東側に広がる「フォッサマグナ」、たびたび噴火を繰り返してき
た焼岳など、その成り立ちをたどると隆起・断層・造山運動・火山
活動などによる複雑な地殻変動を受けており、その大地の営みは今
なお続いています。こうした極めて脆

ぜいじゃく

弱な地質構造をもつ急
きゅうしゅん

峻な地
形からは、膨大な土砂が絶え間なく生産・流出されており、気候変
動に伴う降雨の激甚化・頻発化が想定される中、地域の「いのち」と

「くらし」を守るため土砂災害対策を推進しています。

高瀬川流域の概要

　高瀬川は、槍ケ岳の千丈沢・天上沢に源を発し、大小の支川を合
わせながら、高瀬ダム・七倉ダム・大町ダムを経て、篭川・鹿島川
を合流して大町市の扇状地に至り、安曇平を貫流。安曇野市明科で
犀川に合流する流路延長55.8km、流域面積445.4㎢、平均河床勾
配1/13（高瀬橋上流）の急流河川です。
　流域の大部分が風化しやすい花こう岩類で占められ、水源部の尾
根は露出岩が分布。錯

さ く そ う

綜する断層の影響も受け、山腹崩壊が進んで
います。温泉作用による渓岸浸食も各所でみられ、降雨のたびに膨
大な量の土砂が生産・流出され、土砂災害の危険性を高めています。

高瀬川流域の水害・土砂災害
■昭和44年８月災害状況

■平成７年７月災害状況

～国土交通省松本砂防事務所の事業紹介～

貴重な自然と流域の
　　　　いのちとくらしを守る。

高瀬川流域

鹿島川流域

高瀬川上流域

姫川流域

地理院地図に
流域界を追記して掲載

直轄砂防事業区域＜高瀬川流域＞

梓川流域

篭川流域

犀
川

新潟焼山

焼岳
乗鞍岳

鹿島川上流状況

被災前 濁流による被災＜葛温泉＞

鹿島大橋

葛温泉

高瀬川

鹿島川

高瀬川

同
木

同
木

被災後
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貴重な自然と流域のいのちとくらしを守る。　～国土交通省松本砂防事務所の事業紹介～

高瀬川流域における直轄砂防事業

　昭和23年に鹿島川流域、その後、高瀬川上流域、篭川
流域と順次着手しています。
　現在、鹿島川および篭川流域を主として事業を推進し
ており、鹿島川流域において砂防堰

え ん て い

堤17基・床
とこがためこう

固工群等
４カ所、篭川流域において砂防堰堤12基・床固工群等２
カ所が竣工しています（令和５年３月末時点）。
　施工中の箇所として、鹿島川流域において砂防堰堤１
基、篭川流域において砂防堰堤２基・床固工群１基の新
設整備をしています。このほか、砂防施設の長寿命化対
策としての改築事業も実施しています。

事業紹介「日向山床固工群」

　篭川流域は、脆弱な地質が分布する北アルプスを源流に抱え、河川も急流であるため過去から土砂流出を伴う
被害が発生しています。篭川の上流域には立山黒部アルペンルートの主要駅である扇沢駅や県道扇沢大町線が整
備され、下流域には大町温泉郷や市街地などの地域開発がされていることから、土砂災害を防止するため、平成
16年度から篭川下流部において日向山床固工群の整備を実施しています。整備に当たっては、篭川の恵まれた自
然環境・景観に配慮し、床固工に自然石を配置しているほか、流水量が豊富であり、イワナやカジカなど魚類の
生育範囲を広げるための魚道の設置や、瀬と淵、礫のある清流環境の保全に努めています。
　篭川の最下流部に架かる県道槍ヶ岳線の篭川橋は、温泉や登山などの観光路線としては道幅が狭く交通安全上

の課題があったため、道路拡幅が必要となっ
ていたところ、同床固工群の整備に当たり架
け替えが必要となったことから、国（砂防）と
長野県（道路）の事業連携により新橋を計画し、
大町市をはじめ関係者の皆さんのご協力によ
り、令和４年10月に無事開通を迎えることが
できました。これにより、今後一層の事業の
進捗に寄与します。

※床固工群　数基の床固工(落差工)により急
な川底の勾配を階段状にすることで、水が
流れる速さを緩くさせることにより、護岸
工と一体となって水の流れる方向を安定さ
せ、川底と川岸の土砂が流れないようにす
ることを目的としている砂防設備

　　　　　◎国土交通省北陸地方整備局　松本砂防事務所　〒390-0803　松本市元町1-8-28
　　　　　℡0263-33-1115　　0263-33-6086　Ｅメールmatumoto@hrr.mlit.go.jp
　　　　　https://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/index.html
○高瀬川出張所　〒398-0002　大町市大町5032-12　℡22-0650　　22-7974
○梓川出張所　　〒390-1501　松本市安曇124-10　℡0263-94-2344　　0263-94-2945
○姫川出張所　　〒399-9301　北安曇郡白馬村北城6929-2　℡72-2254　　72-3544

Ｊ
Ｒ
大
糸
線

国
道
１
４
８
号

日向山床固工群

詳しくはこちら

大町市街地と北アルプス

篭川橋架け替え前

篭川橋架け替え後

床固工への魚道設置状況

日向山
床固工群

篭川橋
篭川

篭川
篭川

高瀬川

篭川

篭川橋

魚道工

■高瀬川流域事業実施箇所図



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-85- 　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-0002 長野県大町市大町3887番地 　公式ホームページ  https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261- -4133　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398- 0 町 　  

北アルプス国際芸術祭 検索検索
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　「北アルプス国際芸術祭2024」に向けて、５月27日に公募予定者向けの現地見学会を開催しました。市内外か
ら参加した16人に北川フラム総合ディレクターは「大町は人間にとっての基盤となる水・木・土・日の光（空気）
に恵まれた土地です。今までも多くの作品提案があり、名作を生んできました。奮って応募してください」とあい
さつしました。参加者は公共施設など作品展開候補地を中心に市内を巡りながら、大町市固有の歴史や文化、自
然などの背景の解説に熱心に聞き入り、構想を練っていました。

はじめまして。
喜多舞衣と申します！ これまで編集者
やライターとしてアートに関わるさ
まざまな活動や人々を取材した
り、小学生を対象にしたオルタ
ナティブスクールで教員をした
りしてきました。壮大な山々
と三つの湖に心惹かれ、東京
から大町に引っ越してきまし
たが、目の前に広がる北アル
プスに見とれすぎて、思わず道
を間違えそうになること数回（笑）。
自然の豊かさも厳しさも味わえるこ
の場所を、１年を通して味わい尽くし
ていきたいと思っています。前回はお客さん
として訪れた北アルプス国際芸術祭ですが、こ
れからは運営事務局として携わっていけること
をとても楽しみにしています！ まちのみなさ
んがいてくれるからこそできるアーティスト・
イン・レジデンスや芸術祭だと思うので、私も
もっと大町のことを知っていろんな場で発信し
ていきたいと思います。これから、どうぞよろ
しくお願いいたします！

はじめまして！
中国の南東部にある深

シン
圳
セン

出身の路雨嘉
です（「ロウカ」と呼んでください）。

2019年に来日し、岐阜県にある
情報科学芸術大学院大学［ＩＡ
ＭＡＳ］のメディア表現研究科
を修了した後、大町に移住し
てきました。私は幼い頃から
絵を描くことが好きで、５歳
から絵画教室に通っていました。

学部では中国の美大でメディア
アートを学んでいました。暑い沿

海地域の都会に生まれた私にとって、
日本の小さな集落に暮らす地元の人た

ちとのコミュニケーションや、日本の山や
森、川を感じたり、鹿や猿と遭遇したりする
など、私が豊かな自然との共生を実践的に
学んだことがかけがえのない経験です。
今後は、北アルプスの豊かな自然や歴史・
文化を探索しながら、地元の人たちや外か
ら来られたアーティストたちをサポートし、
アート活動もし続けたいと思います！ どう
ぞよろしくお願いします。

公募向けの現地見学会を開催しました

芸術祭で活躍する“地域おこし協力隊”（まちづくり交流課所属）を紹介します！

喜多舞衣
隊員

路雨嘉
隊員
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　市では「市民参画と協働のまちづくり」を推進するため、
市民団体が自主的・主体的に行う活動で、公益性の高いま
ちづくり事業に対して、財政面から支援しています。
　令和５年度「ひとが輝くまちづくり事業」で採択された団
体の主な活動や熱い思いを紹介します。内容は、各団体か
ら提出いただいた原稿を基に掲載しています。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡市内線831

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ　
Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ

■
事
業
名　
駅
前
広
場
花
だ
ん
植

栽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
補
助
額　
17
万
円

■
代
表
者　
小
宮
山
弘
巳

■
代
表
者
の
一
言　
毎
日
な
ん
と

な
く
通
り
過
ぎ
る
い
つ
も
の
駅
前
。

つ
い
つ
い
足
を
止
め
て
眺
め
た
く

な
っ
た
り
、
新
し
い
出
会
い
や
交

流
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
花
だ
ん

を
目
指
し
ま
す
。
信
濃
大
町
の
玄

関
口
と
し
て
、
市
内
で
活
躍
す
る

植
物
た
ち
を
集
め
た
観
光
Ｐ
Ｒ
や
、

植
栽
交
流
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
駅
前
広
場
を
活
用
し
た
市

民
ま
き
こ
み
型
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
！

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

ラ
ッ
キ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

■
事
業
名　
保
護
猫（
犬
）活
動

■
補
助
額　
17
万
円

■
代
表
者　
山
本
恵
子

■
代
表
者
の
一
言　

私
共
ラ
ッ

キ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
保
護
さ
れ

た
犬
や
猫
の
お
世
話
を
し
、
新
し

い
ご
家
族
を
見
つ
け
る
活
動
を
す

る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
今
ま
で
に
５

０
０
匹
近
く
の
犬
や
猫
に
出
会
い
、

新
し
い
お
家
に
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
少
し

で
も
多
く
の
犬
や
猫
た
ち
の
命
を

助
け
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る

よ
う
、
ま
た
、
困
っ
て
い
る
飼
い

主
さ
ん
や
住
民
の
方
々
の
お
力
に

少
し
で
も
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

八
坂
陶
芸
ク
ラ
ブ

■
事
業
名　
八
坂
陶
芸
ク
ラ
ブ

■
補
助
額　
９
万
３
０
０
０
円

■
代
表
者　
染
野
恵
美
子

■
代
表
者
の
一
言　
今
か
ら
25
年

程
前
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ

で
す
。
現
在
は
移
住
者
の
若
い

方
々
も
参
加
し
、
世
代
間
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
活

動
と
し
て
、
子
育
て
世
代
や
子
供

向
け
事
業
、
山
村
留
学
生
や
他
の

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が

粘
土
で
つ
な
が
り
、
楽
し
く
集
え

る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
ア
ル
プ
ス
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
事
業
名　
地
域
循
環
を
取
り
戻

す
ハ
カ
リ
ウ
リ
と
有
機
農
業
に
よ

る
大
町
活
性
事
業

■
補
助
額　
１
４
２
万
５
０
０
０

円■
代
表
者　
小
田
美
恵

■
代
表
者
の
一
言　
私
た
ち
の
活

動
は
ハ
カ
リ
ウ
リ
マ
ル
シ
ェ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
人
と
人
が
つ
な
が

る
場
を
つ
く
る
こ
と
に
加
え
て
、

映
画
上
映
、
講
演
会
、
実
践
的
な

環
境
再
生
型
農
業
勉
強
会
を
多
く

開
催
し「
農
あ
る
暮
ら
し
が
で
き

る
大
町
」を
発
信
し
ま
す
。
大
町

市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
を
使
っ

た
農
産
物
を
試
験
的
に
販
売
し
、

地
域
循
環
が
で
き
て
い
る
大
町
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

ひとが輝くまちづくり事業
補助団体紹介 令和５年度

４月15日に行った公開審査会の様子
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
の
国
民
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
信
濃
お
お
ま
ち
民
話

紀
行
～
お
ら
ほ
の
話
聞
い
と
く
れ

～■
補
助
額　
73
万
８
０
０
０
円

■
代
表
者　
高
田
充
也

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
は
、
数

多
く
の
民
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る

地
で
す
。
こ
の
民
話
を
新
た
な
観

光
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
民
話
の
舞

台
を
地
元
の
語
り
部
と
巡
り
、
郷

土
料
理
で
も
て
な
し
、
心
の
交
流

を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
新

た
な
観
光
の
取
り
組
み
を
提
案
し
、

ふ
る
さ
と
大
町
を
知
っ
て
い
た
だ

く
持
続
的
な
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Ｏ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ｆ
ｉ
ｌ
ｍ

■
事
業
名　
い
い
ま
ち
、
大
町
。

■
補
助
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
堀
内
雅
敏

■
代
表
者
の
一
言　
お
お
ま
ち
に

は
、
世
界
に
誇
れ
る
モ
ノ
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
ん
な
お
お
ま
ち
を

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
訪
れ
、
住
み
た
い
と
思

え
る
映
像
、
広
告
を
出
し
て
い
き

ま
す
。
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
、

私
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
た
く
さ

ん
の
大
町
の
自
然
、
人
の
表
情
を

中
心
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
配
信

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

木
舟
城
研
究
会

■
事
業
名　
木
舟
城
研
究（
啓
発
）

保
全
事
業

■
補
助
額　
１
４
２
万
５
０
０
０

円■
代
表
者　
高
橋
博
久

■
代
表
者
の
一
言　
昨
年
は
倒
木

や
枯
れ
木
の
除
去
、
城
内
の
３
地

点
の
現
在
地
が
分
か
る
マ
ッ
プ
、

入
り
口
の
鳥
屋
沢
に
は
説
明
文
と

木
舟
城
の
全
貌
が
分
か
る
大
案
内

板
を
設
置
し
ま
し
た
。
研
究
会
も

少
し
ず
つ
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
さ
ら
に
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
、

細
か
な
道
し
る
べ
、
鐘
な
ど
を
設

置
し
、
案
内
が
な
く
て
も
一
人
で

安
全
に
登
城
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

ラ
ン
テ
ラ
ス

■
事
業
名　
み
ん
な
で
作
る
ひ
ろ

ば

－

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ

－

事
業

■
補
助
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
上
田
智
夫

■
代
表
者
の
一
言　
ラ
ン
テ
ラ
ス

は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
家
族
そ

ろ
っ
て
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
す

て
き
な
ひ
ろ
ば
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
、
ラ
ン
テ
ラ
ス

敷
地
内
の
裏
山
の
山
頂
に
２
年
計

画
で「
テ
ラ
ス
」「
ブ
ラ
ン
コ
」「
ベ

ン
チ
」を
設
置
す
る
計
画
と
多
目

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
緑
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ラ
ン
テ
ラ
ス
へ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

み
あ
さ
の
森

■
事
業
名　
自
ら
つ
く
り
支
え
あ

う
魅
力
あ
る
親
子
の
居
場
所
づ
く

り■
補
助
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
根
本
薫

■
代
表
者
の
一
言　
他
地
域
に
自

慢
で
き
る
魅
力
的
な
子
育
て
の
場

と
し
て「
元
気
な
源
づ
く
り
」「
み

ん
な
の
活
躍
の
場
づ
く
り
」「
よ
り

快
適
で
魅
力
あ
る
居
場
所
づ
く

り
」の
３
本
立
て
で
、
今
年
度
も

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
優
し
い
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
気
持
ち
い

い
森
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
！ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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令和５年度ひとが輝くまちづくり事業補助団体紹介

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

青
具
を
元
気
に
す
る
会

■
事
業
名　
青
具
を
元
気
に
し
よ

う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
み
ん
な
で

外
に
出
よ
う
～

■
補
助
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
北
沢
建
治

■
代
表
者
の
一
言　
青
具
を
元
気

に
す
る
会
は
２
０
２
０
年
、
有
志

に
よ
り
地
域
活
性
化
の
た
め
に
結

成
さ
れ
、
活
動
は
４
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
景
観
整
備

の
た
め
の
花
の
植
栽
や
公
園
整
備
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
本
年
度
は
耕
作
放
棄
地
の

再
生
・
活
用
な
ど
の
新
た
な
事
業

も
加
え
、
青
具
地
区
を
さ
ら
に
元

気
に
す
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。

地
域
創
生
活
動

北
ア
ル
プ
ス
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ　
Ｅ
ｎ

ｔ
ｒ
ｅ
実
行
委
員
会

■
事
業
名　
未
来
を
つ
く
る
ア
ン

ト
レ
部

■
補
助
額　
47
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
下
條
春
菜

■
代
表
者
の
一
言　
中
高
生
を
対

象
に
商
品
の
選
定
か
ら
仕
入
れ
交

渉
、
販
売
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
、
失
敗
を
恐
れ

ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
、
共
感
を

得
て
仲
間
を
集
め
る
力
、
リ
ス

ク
に
対
応
す
る
力
な
ど「
自
ら
未

来
を
切
り
拓
く
力
」を
育
み
ま
す
。

販
売
日
・
会
場
は
８
月
11
日
、
国

営
公
園
に
て
計
画
中
！ 

応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
創
生
活
動

み
ん
な
の
森
と
水
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
ビ
ジ
ョ
ン

■
事
業
名　

市
民
参
加
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
会
議

■
補
助
額　
45
万
円

■
代
表
者　
荒
山
雄
大

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
は
お
い

し
い
水
処
と
し
て
有
名
で
す
が
、

そ
の
水
を
つ
く
る
森
は
意
志
を

持
っ
て
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
事
業
体
や
行
政
だ
け

が
山
を
何
と
か
す
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
思
い
入
れ
の
持
て
る
森

林
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？ 

今
年
度
は
そ
の
一
歩
と
し
て
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
予
定
。
事
務
局
メ
ン
バ
ー
も
募

集
中
で
す
。

地
域
創
生
活
動

大
町
環
境
ア
グ
リ
研
究
会

■
事
業
名　
心
和
み
地
域
が
つ
な

が
る
有
機
農
業
の
拡
大

■
補
助
額　
25
万
５
６
０
０
円

■
代
表
者　
塚
田
伸
一

■
代
表
者
の
一
言　
有
機
農
法
の

実
践
は
草
と
の
戦
い
で
す
。
草

取
り
が
楽
に
な
れ
ば
と
の
思
い

で
、
ロ
ボ
ッ
ト
除
草
を
考
え
ま
し

た
。
有
機
農
家
や
子
供
た
ち
を
巻

き
込
ん
で
、
使
い
な
が
ら
改
善
し

て
い
く
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
満
足
い
く
も
の
が
で
き
た
と

き
、
有
機
農
業
は
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
、
草
取
り
で
困
っ
て
い
る
人

の
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
創
生
活
動

森
城
址
保
存
会

■
事
業
名　
森
城
址
宣
伝
活
用
事

業■
補
助
額　
17
万
５
４
０
０
円

■
代
表
者　
遠
藤
鷹
一

■
代
表
者
の
一
言　
貴
重
な
歴
史

遺
産
で
あ
り
景
勝
地
で
あ
る
木
崎

湖
畔
の
森
城
址
を
幅
広
い
世
代
に

Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
見

直
し
、
愛
着
や
誇
り
、
親
し
み
を

よ
り
深
め
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
地

域
振
興
が
高
ま
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
１
０
０
年

ほ
ど
前
に
地
域
で
歌
わ
れ
た
森
城

主
仁
科
公
を
称
え
た
唱
歌「
仁
科

公
」を
Ｃ
Ｄ
化
し
ま
す
。
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今
年
は
、
全
国
的
に
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
随
分
早

か
っ
た
も
の
の
、
梅
雨
の
到
来
は
や
や

遅
く
な
り
、
県
内
を
含
む
関
東
甲
信
地

方
は
先
月
８
日
、
昨
年
よ
り
も
２
日
、

平
年
よ
り
１
日
遅
い
梅
雨
入
り
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
初
旬
の
大
雨
で
、
市
内
で
は
八

坂
・
美
麻
地
区
を
中
心
に
、
落
石
や
土

砂
崩
落
が
発
生
し
、
八
坂
野
平
地
区
で

は
犀
川
の
増
水
に
よ
り
、
農
業
用
揚
水

機
場
が
被
災
し
、
現
在
、
早
期
の
復
旧

に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
梅
雨
明
け
ま
で
は
局
地
的

な
集
中
豪
雨
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
頻
発
す
る
豪
雨
災
害

な
ど
に
備
え
る
た
め
、
市
で
は
先
月
12

日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
の
間
で
災
害
時
相

互
支
援
協
定
を
締
結
し
、
財
団
か
ら
の

手
厚
い
助
成
を
い
た
だ
き
、
ク
レ
ー
ン

付
き
ト
ラ
ッ
ク
や
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
救

助
艇
な
ど
の
防
災
機
材
を
配
備
す
る
と

と
も
に
、
大
新
田
町
に
機
材
の
倉
庫
を

兼
ね
る
防
災
拠
点
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
併
せ
て
、
重
機
な
ど
の
操
作
訓

練
な
ど
の
人
材
育
成
に
も
支
援
い
た
だ

き
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
対
応
や
応
急

復
旧
な
ど
態
勢
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
先
月
10
日
、
解
け
ゆ
く
雪
の
名
残
を

惜
し
む
よ
う
に
、
恒
例
の
北
ア
ル
プ
ス

雪
形
ま
つ
り
が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル
の
雪
形
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
唱
歌
早
春
賦
を
作
詞
さ
れ
た
吉

丸
一
昌
先
生
の
生
誕
１
５
０
周
年
を

記
念
し
て「
早
春
賦
の
世
界
」と
銘
打

ち
、
先
生
の
業
績
を
回
想
す
る
舞
台
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
市

内
で
活
躍
す
る
朗
読
サ
ー
ク
ル
や
合
唱

団
、
吹
奏
楽
団
な
ど
の
多
く
の
演
奏
家

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
早
春
賦
の
世
界
が

再
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
募
に
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
１
２
８
８
点
も
の
、
春

を
題
材
に
し
た
小
・
中
学
生
の
絵
画
や

詩
、
短
歌
や
俳
句
の
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
、
席
上
、
優
れ
た
作
品
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

雪
形
は
、
厳
し
い
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
冬

を
過
ご
す
私
た
ち
大
町
市
民
に
と
っ
て

春
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
の
名
を
冠
し
て

開
か
れ
る
雪
形
ま
つ
り
は
、
待
ち
焦
が

れ
た
春
の
到
来
を
喜
び
、
故
郷
に
愛
着

と
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
間
も
な
く
夏
本
番
を
迎
え
、

大
町
の
夏
の
風
物
詩
、
大
町
や
ま
び
こ

ま
つ
り
が
、
８
月
５
日
、
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
中
央
通
り

商
店
街
が
午
後
３
時
か
ら
９
時
ま
で
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
夕
刻
６
時
30
分
か

ら
は
、
や
ま
び
こ
お
ど
り
で
祭
り
が
最

高
潮
に
達
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
に

向
か
い
、
会
場
で
の
飲
食
が
可
能
に
な

る
解
放
さ
れ
た
空
間
で
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
の
ご
参
加
に
よ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　夏の恒例行事「大町やまびこまつり」を４年ぶりに開
催します。市街地中央通りでは、小学生によるブラス
バンドや和太鼓の演奏、合唱、吹奏楽、ダンスなど、
さまざまなイベントを予定しています。
　午後６時30分からは「やまびこ音頭」「やまびこサン
バ」の踊りがスタート！ ４年分の皆さんの思いを乗
せて盛り上がって踊りましょう！ お誘い合わせの上、
お出かけください。

■日程

▽歩行者天国　午後３時～９時

▽パフォーマンス　午後３時～６時

▽踊り　午後６時30分～８時

▽表彰　午後８時～８時30分
※踊りの開始と終了が例年より30分早くなっています。
■交通規制　当日の午後３時～９時は、市街地中央通

りが歩行者天国となります。付近を通行する
場合は、標識や係員の指示に従ってください。

■問い合わせ　大町やまびこまつり実行委員会事務局
（商工労政課商業労政係内）　℡市内線543

　大町やまびこまつりの前夜祭として、商店街各所で
露店の出店やすてきな景品が当たるスタンプラリーな
どを行います。ゆかた姿の人には特典も！

ゆかたの無料着付け
　ボランティアによる、ゆかたの無料着付けを
行います。着付けを習いたい人もお気軽にお越
しください。
■日時　８月４日（金）　午後４時～６時
■会場　大町商工会館
■持ち物　ゆかた(子ども用は肩上げして)、肌着、

帯、着物ベルト、腰ひも３本、伊達締め、
タオル３本、おしぼり１本

■その他　内容を変更する場合があります。詳
しくはお問い合わせください。

■問い合わせ　大町市商店街連合会（商工会議所内）　
℡22-1890

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第154回】

豪雨災害に備える

大町市長　牛越徹

午後３時～８時30分　市街地中央通り 午後５時～７時30分　市街地中央通り

大地に響け　大町の祭
かぜ

～解き放て！ 気分一新やまびこまつり～ ゆかた姿でまちへ行こう！

第45回
大町
やまびこまつり

第25回
大町
ゆかたまつり８月５日土 ８月４日金
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小
学
校
再
編
に
向
け
た

　
　
　
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

～
小
学
校
再
編
準
備
委
員
会
発
足
～

　
第
１
回
準
備
委
員
会
で
は「
大

町
市
学
校
再
編
基
本
計
画
」に
定

め
る
小
学
校
再
編
の
概
要
に
つ
い

て
、
改
め
て
内
容
を
確
認
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
準
備
委
員
会
で
協

議
す
る
主
な
検
討
事
項
や
新
校
開

校
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

募
集
チ
ラ
シ「
新
小
学
校
の
学
校

名
を
募
集
し
ま
す
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間　
７
月
３
日（
月
）～

８
月
31
日（
木
）

・
準
備
委
員
会
の
検
討
事
項

　
準
備
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
く

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
校
名
・
校
歌
・
校
章
な
ど
に
関

す
る
こ
と

▽
通
学
経
路（
距
離
）・
通
学
方
法

な
ど（
徒
歩
・
バ
ス
ほ
か
）に
関
す

る
こ
と

▽
通
学
の
見
守
り
・
安
全
対
策
に

関
す
る
こ
と

▽
学
校
間
交
流
事
業
へ
の
要
望
な

ど▽
施
設
整
備
へ
の
要
望
な
ど

▽
学
校
関
係
組
織（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学

校
運
営
協
議
会
な
ど
）へ
の
要
望

な
ど

▽
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
へ
の
要
望
な
ど

▽
そ
の
他
小
学
校
再
編
に
関
わ
る

必
要
な
事
項

Ｑ　
な
ぜ
開
校
の
３
年
前
に
校
名

を
決
め
る
の
で
す
か
？

Ａ　
学
校
施
設
整
備
の
補
助
金
制

度
を
有
効
活
用
す
る
た
め
で
す
。

◇　
　
　
◇　
　
　
◇

　
学
校
施
設
の
大
規
模
な
改
修
や

改
築
な
ど
の
工
事
を
行
う
際
は

「
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
」や

「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」と

い
う
国
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し

て
学
校
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
に
開
校
を
予
定
し

て
い
る「
大
町
・
平
地
区 

新
小
学

校
」「
常
盤
・
社
地
区 

新
小
学
校
」

に
つ
い
て
も
、
国
の
補
助
金
を
導

入
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
学
校
再
編
に
伴
っ
て
整

備
す
る
場
合
は
、
通
常
の
大
規
模

改
修
よ
り
有
利
な
補
助
内
容
の

「
学
校
統
合
に
伴
う
既
存
施
設
の

改
修
」補
助
事
業（
以
下「
再
編
補

助
事
業
」）を
活
用
で
き
、
次
の
事

項
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
再
編
さ
れ
る
学
校
が
条
例
化

（
校
名
が
決
定
）さ
れ
て
い
る
こ
と

　
ま
た
、
再
編
補
助
事
業
に
よ
る

施
設
整
備
は
、
開
校
年
度
の
３
カ

年
前
か
ら
整
備
が
で
き
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
補

助
金
制
度
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
中
に
校
名
を
決
定
す

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
７
日
夜
、
市
役
所
で
、
市
内
小
学
校
４
校
の
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
方
々
な
ど
25
人
で
構
成
す
る
小
学
校
再
編
準
備
委
員
会

（
以
下「
準
備
委
員
会
」）を
発
足
し
、
小
学
校
再
編
に
向
け
て
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
再
編
係　
℡
市
内
線
６
１
４

・
新
校「
学
校
名
」を
検
討

～
学
校
名
を
一
般
公
募
し
ま
す
～

　
準
備
委
員
会
で
は
、
最
初
に
学

校
名
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
新
し
い
小
学
校
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
か
ら
名
称
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
学
校
名
を
決
定
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
学
校
名
の
選
定
方

法
と
し
て
は
、
児
童

や
保
護
者
、
地
域
住

民
な
ど
多
数
の
方
々

か
ら
校
名
案
を
募
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
か
ら
、
一
般
公
募

と
し
ま
し
た
。

小学校再編準備委員会
　大町市学校再編準備委員会設置要綱に基づく
組織で、新校開校に向けた検討および意見集約
などを行います。構成委員は下表のとおりです。

区分 所属（人数）

市立学校長 東・西・南・北小学校（４人）

学校ＰＴＡの
代表者

東・西・南・北小学校（４人）
大町中学校（１人）

学校運営協議会
の代表者 東・西・南・北小学校（４人）

市連合自治会の
代表者

大町・平・常盤・社地区
（４人）

公募による者 一般公募（２人）

市教育委員会が
必要と認める者

幼保保護者代表者（２人）　
東・西・南・北小学校教員（４人）

合計 25人

第１回小学校再編準備委員会の様子
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■申請先・問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　℡市内線685・686

　食費などの物価高騰に直面し、影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援
を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金として児童１人当たり５万円を支給しています。物価高騰によ
り収入が減少して家計が急変した世帯は、収入基準額内であれば申請により支給を受けることができます。詳し
くは市ホームページをご確認いただくか、子育て支援課子育て支援係までお問い合わせください。

ひとり親の子育て世帯
　令和５年３月31日時点で18歳未満のお子さん（障
がいのあるお子さんの場合は20歳未満）を養育する父
または母などで、以下のいずれかに該当する場合、申
請により支給を受けることができます。

申請期限　令和６年２月29日（木）

①

公的年金など※１を受給しており、令和５年３月
分の児童扶養手当の支給を受けていない人※２

※１　遺族年金、障害年金、老齢年金、労災
年金、遺族補償など

※２　児童扶養手当の申請をしていない人や、
３月分の児童扶養手当の支給が全額ま
たは一部停止されたと推測される人も
対象になる可能性があります。

②

令和５年１月以降で食費などの物価高騰の影
響を受けて家計が急変するなど、収入が児童
扶養手当受給者と同じ水準※３になっている人
※３　収入基準額（親１人、子ども１人の世帯

の場合）　年額365万円未満

※令和５年３月分の児童扶養手当を受給している人
は、申請不要です（６月初旬に通知を送付し、６月
26日に給付済みです）。

ひとり親以外の子育て世帯
　令和５年３月31日時点で18歳未満のお子さん（障
がいのあるお子さんの場合は20歳未満）を養育する父
母などで、以下のいずれかに該当する場合、申請によ
り支給を受けることができます。

申請期限　令和６年３月15日（金）

① 父母などが共に令和５年度住民税（均等割）
非課税の世帯

②
令和５年１月以降、食費などの物価高騰に
より収入が急変し、父母などが共に住民税

（均等割）非課税相当の収入となった世帯

※令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり
親以外）を受給した人は、申請不要です（６月初旬に
通知を送付し、６月26日に給付済みです）。

詳しくはこちら
ひとり親の
子育て世帯

ひとり親以外の
子育て世帯

支給要件についてお早めにご確認ください！

ご注意ください！ 既にどちらかの給付金を受給している人は対象外です。

令和５年度低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金の
申請受付を開始しました

h t t p s : / / w w w . c i t y .
omach i . n agano . j p /
00009000/00009100/
hitori-tokubetsu.html

h t t p s : / / w w w . c i t y .
omach i . nagano . j p /
00009000/00009100/
hitori-tokubetsu_2.html

子育て世帯のご家庭へ大切なお知らせ
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　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課
税世帯など）に対し、１世帯当たり３万円を支給します。

■対象世帯および申請方法

対象世帯

住民税非課税世帯（均等割非課税） 家計急変世帯（均等割非課税相当）

令和５年６月１日時点で大町市に住民登録
され、世帯全員の令和５年度住民税均等割
が非課税の世帯
※住民税が課税されている人の扶養親族な

どのみからなる世帯は対象外です。

申請時点で大町市に住民登録があり、予期
せず家計が急変したことで収入が減少し、
世帯全員の住民税均等割が非課税相当と
なった世帯

申請方法

　対象となる世帯には７月中に市から確認
書またはお知らせ通知をお送りします。

▽確認書が届いた世帯
　→10月31日（火）までに、確認書を返送し
　　てください（必着）。

▽お知らせ通知が届いた世帯
　→申請などの手続きは不要です。
※世帯の中に未申告者などがいる場合は、

申請が必要になる場合があります。

　申請時点で住民登録のある市区町村で手
続きが必要です。令和５年１～９月で一番
収入が低い１カ月の収入を12倍した合計額
が均等割非課税相当（別表１）になる人が対
象ですので、該当する月の給与明細などを
ご用意の上、７月６日（木）～10月31日（火）
に直接、福祉課高齢者・包括支援係へ。

別表１　均等割非課税相当額参考（給与収入の場合）

家族構成の例
非課税相当限度額

収入額ベース 所得額ベース

単身または扶養親族なし 93 万 円 38 万 円

配偶者・扶養親族を１人扶養 137 万 8000 円 82 万 8000 円

配偶者・扶養親族を２人扶養 168 万 3000 円 110 万 8000 円

配偶者・扶養親族を３人扶養 209 万 9000 円 138 万 8000 円

障がい者、寡婦、ひとり親 204 万 3000 円 135 万 円

■給付額　１世帯当たり３万円（住民税非課税世帯、家計急変世帯問わず受給は１世帯につき１回限り）
■給付時期　８月上旬から順次給付を開始する予定です。
■その他

▽申請に不備などがあると給付が遅れることがあります。

▽世帯主以外の口座には振り込みができません。

▽住民税非課税世帯で通知が届かない人や不明な点がある人はお問い合わせください。

住所地以外に避難中の場合
　ＤＶなどの理由で避難している人で、現在の居住地に住民票を移していない場合でも、一定の要件（避難中であ
ることの証明と収入要件）を満たせば、住民票を移しているものと見なして、現在お住まいの市区町村で手続き・
受給ができます。

■問い合わせ　福祉課高齢者・包括支援係　℡市内線416　Ｅメールkourei@city.omachi.nagano.jp

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
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みんなで支える
国民健康保険

　国民健康保険税は、皆さんが病気やけがをしたときの費用に充て
られています。必ず納期限までに納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線422・423

今年度の国保税が決まりました
　前年の所得による本算定を行い、１年間の税額が決まりました。納税通知書は７月下旬までに発送しますので、
ご確認ください。

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は、納税相談をご利用ください。国保税を滞納していると、滞納期間に応じ
た厳しい措置が取られ、十分な給付が受けられなくなる場合があります。未納のままにせず、まずは電話でご相談
ください。

加入・喪失の届け出はお早めに
　国保の加入・喪失には届け出が必要です。加入の届け出が遅れると、加入月までさかのぼって保険税が発生し、
喪失の届け出が遅れると、誤って国保の保険証を使用した場合、国保の負担した医療費を返還していただくことに
なります。

国保税の軽減
　被保険者（国保加入者）の所得の合計額が一定以下の場合、均等割額と平等割額が軽減されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額の合計額 軽減率

43万円 ＋ 10万円×（給与所得者等の数※－１）　以下 7割

43万円 ＋ 10万円×（給与所得者等の数※－１） ＋ （29万円×被保険者数）　以下 5割

43万円 ＋ 10万円×（給与所得者等の数※－１） ＋ （53.5万円×被保険者数）　以下 2割

※世帯内に所得の申告をしていない人がいる場合、軽減されません。税務課の窓口などで申告をしてください。
　給与所得者等の数が２人以上の場合にのみ計算されます。
※令和４年度から、未就学児の国保税の均等割額について２分の１が軽減されることになりました。

■国保税の税額　次の４項目を基に計算し「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。
区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額

医療分 （所得※ー43万円）×5.90％ 14.0％ 21,000円 24,000円 65万円

後期高齢者支援金分 （所得※ー43万円）×2.40％ － 9,000円 8,000円 22万円

介護分 （所得※ー43万円）×2.20％ － 9,000円 7,000円 17万円

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金
や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。
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後期高齢者医療制度高齢者を支える
　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被保
険者が保険料で負担し、みんなで高齢者を支える制度です。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線 422・423

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担が無かった人には、保
険料の軽減措置があります。

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であった被保
険者は、所得割額がかからず、加入から２年間は、均等割額が５割軽減（20,453円／年）となります。

加入者の年間保険料
　保険料は、被保険者の「均等割額（被保険者一人一人にかかる金額）」と「所得割額（被保険者の所得に応じ
てかかる金額）」の合計額です。年度途中で加入した場合は、加入月の分から計算します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や
障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額の合計額 軽減割合　（令和５年度）

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）　以下 ７割軽減　12,272円／年

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）
＋（29万円×被保険者数）　以下 ５割軽減　20,453円／年

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）
＋（53.5万円×被保険者数）　以下 ２割軽減　32,725円／年

※１　住民税の基礎控除額。ただし、合計所得金額が2,400万円を超える人は、その合計所得金額に応じ
て控除額が変わります。

※２　給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する者の
数と公的年金等の収入が125万円（その者が65歳未満の場合は60万円）を超える者（給与所得を有す
る者を除く）の数の合計をいいます。

▽65歳以上の人の公的年金所得からは、軽減判定の際15万円を限度として高齢者特別控除があります。

▽所得税における「専従者控除」「居住用財産を収用により譲渡した場合等の特例」などの適用はありません。

▽所得申告がない場合は、軽減されないことがあります。

▽令和３年度から、給与所得控除、公的年金等控除が10万円引き下げられ、基礎控除額が10万円引き上げ
られました。

▽免税となる肉用牛の売却所得については総所得金額等に含みます。

高額療養費の対象になった人は

　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。申請は初回のみで加入期間中有効です（振込先口座を
変更する場合は申請が必要です）。１カ月（同じ月内）の医療費の自己負担額が限度額を超えた場合は、超
えた分が申請時に指定した口座に振り込まれます。ただし、入院時の食事代や保険適用外の差額ベッド代
などは、支給の対象外です。

均等割額
被保険者１人当たり

40,907円

所得割額
本人の所得に応じ

（所得※－43万円）×8.43％

年間保険料
上限額66万円

100円未満切り捨て
＋ ＝
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国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
免
除

や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人・世
帯
主・配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業
し

て
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
を
免

除
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
50
歳
未
満
の
学
生
以
外
の

人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
今
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間　
７
月
～
翌
年
６
月

共
通
事
項

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

  保険証
　令和２年度から、保険証と高齢受給者証が一つに
なりました。70～74歳の人に交付される保険証に
は、医療機関での窓口負担割合（２割、３割のどちら
か）が記載されます。有効期限は毎年７月末までで
す。新しい証を７月下旬に発送します。
※69歳の人は、70歳到達時に高齢受給者証に更新

となるため保険証の有効期限が異なります。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定証
です。住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代
も減額になります。交付対象者は、70歳未満の人、
70歳以上75歳未満で住民税非課税世帯の人や住民
税課税所得が145万円以上690万円未満の人です。
　有効期限は毎年７月末までです。認定証が必要な
場合は、免許証などの本人確認書類、保険証、マイ
ナンバーを持参の上、手続きしてください。
※国保税の未納がある場合は「限度額適用認定証」の

交付はできません。

  特定疾病療養受療証
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要
とする人に交付している証です。有効期限は毎年７
月末までです。新しい証を７月下旬に発送します。

  保険証
　現在お使いの「桃色」の保険証の有効期限は
７月末までです。７月中旬に「橙

だいだいいろ

色」の新しい
保険証を発送します。有効期限は来年７月末
までです。「桃色」の保険証は、８月１日以降
にご自身で裁断するなどして確実に破棄して
ください。
※医療費の一部負担金の割合が、変更になっ

ている場合がありますので、ご確認ください。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする
認定証です。交付対象者は、住民税非課税世
帯の人と、現役並み所得者で住民税課税所得
が145万円以上690万円未満の人です。
　有効期限は毎年７月末までです。一度申請
すると、８月以降も該当する場合には期限前
に市から新しい認定証を送付します。入院し
て認定証を提示せずに医療機関で支払いをし
た場合は、後日、差額を高額療養費として支
給します。

  特定疾病療養受療証
　人工透析が必要な慢性腎不全や血友病など、
厚生労働大臣が指定する特定疾病の人に交付
している証です。有効期限はありません。

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に前年中の所得の住民税申告
をしていない人がいると、更新ができません。収入が無い場合や非課税年金を受給している場合も申告をしてください。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線422・423

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
の
免
除
は
、
保

険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
る
た
め
、
従
来
の
免
除
制
度
よ

り
も
優
位
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら

※
産
前
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

が
分
か
る
も
の（
母
子
手
帳
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
受
付　
市
民
課
国
保
・
年
金
係

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

国民健康保険 後期高齢者医療

被保険者証（保険証）などの更新について

国
民
年
金
の
免
除・

納
付
猶
予
制
度
の

ご
活
用
を
！

https://www.
nenkin.go.jp/

詳しくは
こちら
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
空
容

器（
空
ポ
リ・ガ
ラ
ス
瓶・空
き
缶
）

を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
方
法
や

運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指
定
回

収
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
空
容
器
の
回
収
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ

大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
７
月
20
日（
木
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
中

部
セ
ン
タ
ー
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
取
次
所（
旧
美

麻
支
所
）

…
…
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
八
坂
野
平
山
村
広
場

…
…
…
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

…
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
11
時

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90
円

▽
農
薬
空
容
器
…
…
…
１
９
０
円

▽
特
殊
空
容
器
…
…
…
５
２
０
円

■
持
ち
物　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑

（
個
人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
上
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
荷
造
り
を
す
る
。

▽
農
ビ
・
農
ポ
リ
・
肥
料
袋
に
分

け
て
荷
造
り
を
す
る
。
特
に
肥
料

袋
は
他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
、
十
字
に
束
ね
る（
荒
縄
・

針
金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

▽
農
薬
空
容
器
は
き
れ
い
に
洗
い
、

フ
タ
と
容
器
に
分
け
て
排
出
す
る
。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

中
部
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

　ＪＡ大北では、水稲の病害虫の発生を防ぐため、
ラジコンヘリコプターによる一斉防除を実施しま
す。ご理解とご協力をお願いします。

■時間　午前５時～正午
■目的　おいしいお米を作る上で大敵である「い

もち病」、斑点米の原因となるカメムシ
類を農薬駆除することで、米の収量や
品質の安定を図るため。

■散布農薬　人や家畜に対して安全性の高い農薬
を散布します。ビーム（殺菌剤）、キラッ
プ（殺虫剤）、ジョーカー（殺虫剤）の混
合剤で、いもち病やカメムシなどに防
除効果があります。

安全で効果的な防除のために
次の点にご協力ください

▽洗濯物などに散布農薬がかからないよう
にご注意ください。

▽散布農薬が家の中に入らないように、窓
などを閉めてください。

▽ラジコンヘリコプターの作業中は、危険
ですので絶対に近寄らないでください。

▽農薬散布前に、あぜ草刈りをお願いします。

地区 期日 実施区域

常盤
７月31日月 須沼、西山、清水
８月１日火 須沼、清水、上一、下一
８月２日水 上一、下一、泉

大町
８月７日月 三日町～白塩地域、大原地域、

高根地域、北原地域８月15日火
社 ８月５日土 全域

平

８月８日火 借馬、野口、大出、北条屋敷、上原、
源汲、二ツ屋８月16日水

８月９日水 中花見、西原、新郷、仁科郷、木崎、
森、稲尾、海の口、中綱、青木８月17日木

美麻
８月４日金

千見、青具、二重、大塩
８月11日金

八坂 ８月８日火 市八坂支所周辺、野平および
切久保の一部

※悪天候などで作業ができない場合は、翌日に延期します。
※各地区の詳細は、お問い合わせください。
■問い合わせ

▽農林水産課農業振興係　℡市内線635・636

▽大町市21農業推進支援センター　℡26-5101
大町・平・美麻地区

▽ＪＡ大北南部営農センター中部センター　℡22-1775
常盤・社・八坂地区

▽ＪＡ大北南部営農センター　℡23-5364

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

　
　
　
　
農
薬
空
容
器
の
回
収

ラジコンヘリコプターによる
一斉水稲防除を実施します
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～長野県大町建設事務所と大町市役所より継続的に情報を発信します～

　「松本糸魚川連絡道路」大町市街地区間の計画について、幅の細いルート帯の検討を進めるため、
以下のとおり説明会を開催します。
　これまで住民の皆さんから寄せられたご意見を踏まえ、第３段階として複数案の比較評価につい
て説明し、各ルート帯案の比較評価結果をお示しする予定です。事前の申し込みは不要です。多く
の皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時

▽休日の部　７月30日（日）　午後２時30分～４時30分

▽平日の部　８月１日（火）　午後６時30分～８時30分
※説明内容は、休日の部・平日の部ともに同じです。
■会場　サン・アルプス大町（〒398-0002　大町市大町1601-2）
　　　　２階　大会議室
■定員　各回先着150人
※会場の都合上、定員に達しましたら入場をお断りさせていただく場合があります。
■その他

▽多くの皆さんにご参加いただくため、どちらか１回の参加にご協力をお願いします。

▽会場入り口の受付で、氏名・地区名の記入をお願いします。
※個人情報は、説明会運営に関すること以外の目的には使用しません。

　過去に開催した説明会の資料などは、大町建設事務所ホームページ
（https://www.pref.nagano.lg.jp/omachiken/shisaku/matuito1.html）
に掲載していますのでご覧ください。

■問い合わせ

▽大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534（直通）
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

▽市建設課計画係　℡市内線697　Ｅメールkensetsu@city.omachi.nagano.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.50

長野県PRキャラクター「アルクマ」 大町市キャラクター
おおまぴょん©長野県アルクマ

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」大町市街地区間
説明会を開催します

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り１回 20,000円、カラー１回 36,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！

詳しくはこちら
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夏季の水難事故に気を付けて！
　水難は例年６～８月に多く発生しています。
特に、魚釣りや水遊びをしているときに溺れ
たり、ボートから転落したりする水難が後を
絶ちません。子どもだけで川遊びをしている
ときに流されたり、レジャー中のカヤックが転
覆したりして死亡する事例も発生しています。
　「水」の危険性について家族や仲間と話し合
い、地域全体で改めて危険箇所を点検すると
ともに、魚釣りや水遊びの際には、ライフジャ
ケットを着用するなど、必要な安全対策を進
めましょう。

水難に遭わないために

▽魚釣りや水遊びは複数人で
　１人で魚釣りや水遊びに出かけると、万が
一水難に遭った際に助けを呼ぶことができま
せん。なるべく複数人で出かけるとともに、
ライフジャケットを着用しましょう。
　子どもだけで遊んでいる場合は、周囲にい
る人が注意してあげましょう。

▽子どもから目を離さない
　親や保護者が付近にいながら、子どもから
目を離した隙に、池などに転落する水難が発
生しています。
　子どもは活動的で常に動き回ることを念頭
に、子どもを遊ばせるときは、周囲に危険箇
所がないか確かめ、目を離さないようにしま
しょう。

▽危険箇所の点検を
　普段は干上がっている河川敷でも、局地的
な豪雨によって短時間で水位が上昇する場合
があります。
　各家庭や地域などで、危険箇所を点検する
とともに、危険箇所の管理者に事故防止の措
置を要望するなど、安全対策を講じましょう。

事件・事故を目撃したら、
　　　　　すぐに通報してください！

▽警察通報用電話　110番

▽警察相談ダイヤル　＃9110番

▽大町警察署　℡22-0110

その電話、特殊詐欺かもしれません！
■事例（５月24日から大町市同報無線で周知）

　５月23日の午前11時15分ごろ、大町市内の
一般家庭の固定電話に、大町市役所職員をかた
る者から「介護保険料の還付金がある」という内
容の「電話でお金詐欺（還付金詐欺）」の前兆電話
がかかってきました。
　今後も同様の電話がかかってくる可能性が十
分にありますので、注意をしてください。
　同様の電話があったら、すぐに大町警察署ま
で通報してください。

ＡＩ（人工知能）を使って「電話でお金詐欺」を防ぐ！

　長野県警本部では、ＡＩ（人工知能）を活用した迷
惑電話防止機能付き電話機の設置を勧めており、そ
の特殊詐欺対策サービス工事費用に対する補助制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

窃盗被害が確認されています！
■事例（５月12日から大町市同報無線で周知）

　市内で、夜間、建物への侵入窃盗が相次いで
います。鍵がかかっていない箇所から侵入した
り、窓ガラスやドアを壊したりして、犯行に及
んでいます。
　今後も発生する可能性がありますので、防犯
対策の徹底をお願いします。
　不審者・不審車両を目撃したら、110番通報
または、すぐに大町警察署まで通報してください。

防犯カメラやセンサーライトの設置検討を！

　まずは、確実な戸締り対策を徹底するとともに、
ガラス戸・窓などの強化、防犯カメラやセンサーラ
イトの設置を検討しましょう。
　長野県警本部では、防犯カメラ設置費用の一部を
助成しています。補助対象団体は、地域の防犯活動
に取り組もうとする地域住民により構成される自治
組織、組合または団体（町内会・自治会・町会・区会・
区・自治協議会・まちづくり委員会・商店街など）お
よび市町村です。詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ

▽長野県警察本部生活安全企画課
　℡026-233-0110

▽大町警察署生活安全課
　℡22-0110

大町警察署
マスコット
てっけん署長
イラスト／鉄拳

防犯通信

令和5年7月発行
（第13号）
大町警察署

大北防犯協会連合会
℡22-0110

大町警察署管内でも
特殊詐欺被害・窃盗被害が

発生しています！
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  令和４年度の運用状況 　 公文書公開・個人情報開示請求
　令和４年度にあった公文書の公開請求・個人情報の開示請求の内訳は、表のとおりです。
　特定の個人が判別できる情報や、法人などに関する権利、競争上の地位を害する恐れがある情報などが
含まれる公文書は、一部公開（一部不承諾）または非公開（不承諾）としています。
　選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、固定資産評価審査委員会および土地開発公社への請求はあり
ませんでした。
■問い合わせ　庶務課行政管理係　℡市内線511

公文書の公開請求・個人情報の開示請求件数と処理状況	
区分

実施機関 請求 処理状況 取り下げ 審査請求公開 一部公開 非公開（不存在含む）
市長（水道部・病院含む） 55 14 29 10 2 —
教育委員会 2 2 — — — —
議会 5 4 1 — — —
農業委員会 3 — 2 — 1 —

計 65 20 32 10 3 —

個人情報の開示請求
請求

処理状況
取り下げ 審査請求

承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）
5 1 4 — — —

　烏帽子岳や野口五郎岳、三俣蓮華岳などを擁する裏銀座
縦走コースへアクセスするのに便利な「裏銀座登山バス」が
７月15日（土）より運行となります。
　大町温泉郷や葛温泉など温泉地も経由しますので、下山
後に温泉を楽しむのもおすすめです。七倉登山口までの交
通手段としてぜひご利用ください！

信濃大町駅➡七倉登山口・七倉山荘前
バス停留所 １便 ２便 ３便 ４便

信濃大町駅 5:15 7:15 14:10 16:00
 大町温泉郷 5:30 7:30 || ||

葛温泉・仙人閣前 5:50 7:50 14:45 16:35
葛温泉・温宿かじか前 5:51 7:51 14:46 16:36

葛温泉・高瀬館前 5:52 7:52 14:47 16:37
七倉ダム下広場駐車場 5:55 7:55 14:50 16:40
七倉登山口・七倉山荘前 6:00 8:00 14:55 16:45

七倉登山口・七倉山荘前➡信濃大町駅
バス停留所 １便 ２便 ３便 ４便

七倉登山口・七倉山荘前 6:15 9:00 15:05 16:55
七倉ダム下広場駐車場 6:20 9:05 15:10 17:00

葛温泉・高瀬館前 6:23 9:08 15:13 17:03
葛温泉・温宿かじか前 6:24 9:09 15:14 17:04

葛温泉・仙人閣前 6:25 9:10 15:15 17:05
大町温泉郷 || 9:30 15:35 17:25
信濃大町駅 7:00 9:45 15:50 17:40

■運行日程　７月15日（土）～10月15日（日）の金・土・日・月曜日
　　　　※８月１日（火）～21日（月）は毎日運行
　　　　※10月２日（月）は運休
■運行本数　１日往復４便
■料金（片道）

大人（中学生以上） 小人（小学生） 未就学児
1,500円 1,000円 無料

※七倉ダム下広場駐車場に駐車する場合は、七倉ダム下広場駐車場
　⇔七倉登山口・七倉山荘前の区間は無料

■問い合わせ　観光課観光振興係　℡市内線561

裏銀座登山バスホームページ

乗車のみ

降車のみ

裏銀座登山バス時刻表

https://uraginzabus.com/
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第40回記念
大町アルプスマラソン
10月15日日

■申し込み
▽振替用紙　８月７日（月）までに、必要事

項を記入の上、参加料を添えて、ゆうちょ
銀行または郵便局へ（消印有効）。大会
リーフレットは、実行委員会事務局、市
役所本庁舎などにあります。

▽インターネット　８月13日（日）までに、
パソコンまたはスマートフォンで大会
ホームページにアクセスしてお申し込み
ください。申し込みの際に支払い方法を
選択してください（クレジットカード、コ
ンビニ、ＡＴＭなど）。
ホームページhttp ://www.omachi -
sports .com/alps -marathon/

運営ボランティア募集
■ボランティアの内容　選手給水所の運営、

駐車場案内、コース誘導　など
■申し込み　実行委員会事務局へ。

種目 参加区分 参加料
定員

フルマラソン
（42.195km） 一般・壮年 7,000円

1,200人
ハーフマラソン

（21.0975km） 一般・壮年 5,000円
1,000人

10km 一般 4,000円
400人

３km（Ａ） 小学１・２年生

2,000円
300人

３km（Ｂ） 小学３・４年生
３km（Ｃ） 小学５・６年生
３km（Ｄ） 中学生・一般

３kmペア 小学生と一般のペア 4,000円
50組

※３kmは日本陸上競技連盟の公認コースではありません。「一般」
は高校生を含みます。「３kmペア」以外は男女の区分があります。

　日本陸上競技連盟公認のコースは、高低差217ｍと厳しくも走り応え
があります。秋の爽やかな風の中、日本の屋根を一緒に走りましょう！
　大町アルプスマラソン実行委員会では、市民が主役のまちづくり事業
の一つとして、市民みんなで支え合う大会を目指しています。出場者の
ほか参加する大勢の皆さんが心温まる大会となるよう、大会を一緒に支
えるボランティアの皆さんも募集します。

出場者募集
■参加資格　小学生以上で健康な人
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■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局　℡22-7664　　85-5788
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大町市民芸術祭
Music Summer（ミュージックサマー）
　市内で活動する団体による市民参加型音楽イベントです。
多彩なジャンルが一つのステージに集まり、練習の成果を発
表する夏の音楽イベントです。入場無料です。

■日時　７月９日（日）

▽第１部　午前10時開演

▽第２部　午後１時開演
■会場　文化会館　大ホール

ワンコインコンサート
　「ワンコインコンサート」は、地元にゆかりのある人が
出演するコンサートです。すてきな時間をワンコインで
お楽しみください。

■日時　７月30日（日）　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホール
■曲目　「ちはやぶる」「たまゆら」ほか、大太鼓セットの

曲「T
テ ィ キ

IKI」など、大小の太鼓とさまざまな打法に
よる彩りあふれる演目を予定。

■チケット　全席自由　500円
■チケット発売日　７月１日（土）　※文化会館窓口は午前10時から

チュイチュイ
～左手のバイオリン弾き～
　左手が不自由な少女が生涯の師と出会い、苦難を乗り
越えて、バイオリニストとして羽ばたく姿を描く愛と感
動のファンタジーミュージカル！ 作品モデルの牧美花さ
んが演奏と語りで出演！

■日時　８月11日（金）
　　　　午後１時開場、午後１時30分開演
■会場　文化会館　大ホール
■チケット　全席自由

一般 高校生以下 親子ペア
（一般と高校生以下） 一般ペア

前売り券 2,500円 1,500円 3,000円 4,000円
当日券 3,000円 2,000円 4,000円 5,000円

※満３歳未満で膝上鑑賞のお子さんは無料ですが、お席が必要な場合は高校生以下チケット料金となります。

■問い合わせ　文化会館（大町公民館）　℡・有線22-9988

■出演者　佐藤健作（和太鼓奏者）

文化会館インフォメーション

詳しくは
こちら➡

詳しくはこちら



21 広報おおまち　2023.7

文化会館インフォメーション

生涯学習

シネマウィーク
　７月22日・23日の土・日曜日は映画を楽し
もう！ 文化会館大ホールの大型スクリーンで
映画鑑賞しませんか。入場無料です。

ふぁみりーシネマ
■日時　７月22日（土）
　　　　午前９時30分開場、午前10時開演
■上映作品　『怪盗グルーのミニオン大脱走』

［2017年］（90分）

なつかシネマ
■日時　７月23日（日）
　　　　午後１時30分開場、午後２時開演
■上映作品　『いつでも夢を』

［1963年　日活映画］（カラー　89分）

▽主演　橋幸夫、吉永小百合

■その他　先着20人に菊づくり名人「秋香会」か
ら「菊の苗（福助）」をプレゼントします。
※午後１時30分から文化会館ロビー

で配布します。

共通事項
■会場　文化会館　大ホール
■問い合わせ　文化会館（大町公民館）
　℡・有線22-9988

大町公民館

平公民館・女性未来館ピュア

北アルプス囲碁・将棋大会
（夏季大会）

　毎年恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（夏季
大会）」を開催します。この機会に、実力を試し
てみませんか。大勢の皆さんのご参加をお待ち
しています。申し込み不要、参加無料です。

■日時　７月16日（日）

▽受付　午前９時～９時30分

▽組み合わせ抽選　午前９時30分～10時

▽対局開始　午前10時～
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■参加資格

▽囲碁　中信地区にお住まいか通勤している人

▽将棋　大北地区にお住まいか通勤している人
■種目

▽囲碁　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

▽将棋　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）
■その他　昼食の弁当の注文を540円（自己負

担、当日申し込み）で受け付けます。
■問い合わせ　大町公民館（文化会館）
　℡・有線22-9988

サークル１日体験「体操」
　楽しく体操しませんか？ インストラクター
が優しく指導します。申し込み不要、参加無料
です。

■日時　７月26日（水）
　　　　午後１時30分～２時30分
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■内容　誰でもできる簡単なストレッチや体操
■対象　どなたでも
■協力サークル　スマイル同好会
■持ち物　飲み物、タオル、上履き用運動靴
　　　　※運動のできる服装でご参加ください。
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線22-0694
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生涯学習
大町公民館

文学紀行講座
　「日本の思想の流れ」を土台にして「文学紀行」を開催し
ます。講座の内容はそれぞれ単独で構成されているので、
途中参加もできます。むつかしいことをやさしく、やさ
しいことを深く、そして楽しく。参加無料です。

■日時・内容　午前10時～正午

▽７月23日（日）　木曽義仲の死去（下）
　＊已んぬる哉、英雄の末路

▽８月５日（土）　平家滅亡　壇の浦・建礼門院（寂光院）
　＊浪のしたにも都のさぶらうぞ
　＊後白河法皇、建礼門への愛執

▽８月26日（土）　源氏の末期
　＊身内の内紛　ここに極まりて
　＊義経、奥州へ落ち延びるとも…

▽９月２日（土）　啄木を読む（上）
　＊啄木を偲ぶ会、友情かくあるべし
　＊『一握の砂』を読む

▽10月１日（日）　啄木を読む（下）
　＊啄木の末期
　＊『悲しき玩具』を読む
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■定員　先着100人
■講師　田中欣一さん（民俗・日本思想史家）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　７月21日（金）までに、電話または直接、

大町公民館へ。
■その他　聞こえない、聞こえに不安のある人のために

文字で伝える要約筆記がつきます。

サークル体験「スポーツ吹矢」

　サークルの皆さんの協力により、ス
ポーツ吹矢のサークル体験を開催します。
スポーツ吹矢は誰でも楽しめる健康ス
ポーツです。スポーツなので基本動作が
あり、統一されたルールもあります。心
身の健康増進を図ってみませんか？

■日時・会場　午前10時～正午
▽７月２日・９日・16日　日曜日

　社公民館　講堂

▽７月30日（日）
　大町公民館（文化会館）　視聴覚室
■対象　大人
■協力サークル　スポーツ吹矢 北あづみの

大町支部
■費用　110円（マウスピース代）
■持ち物　飲み物（必要な人のみ）
■申し込み　体験希望日までに、電話ま

たは直接、大町公民館（文化会
館）へ。

教科書展示会
　令和６年４月から小学生が使う教科書が新しくなるため、教科書展示会を開催します。文部科学省の検
定に合格した小学校の教科書のほか、中学校や高校で現在使われている教科書も展示します。
　大北地域では唯一の展示会です。ぜひお出かけください。また、ご覧の上、内容などに関する意見・感
想をお寄せください。

■日時　７月３日（月）～20日（木）の平日　午前８時30分～午後５時15分（最終日は午前中のみ）
■会場　市役所本庁舎　１階　市民ホール
■問い合わせ　学校教育課学校教育係　℡市内線612

■問い合わせ　大町公民館（文化会館）　℡・有線22-9988
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文化財センター

ギャラリー・いーずら 大町公民館分室

令和５年度第３回文化財講座
「おおまち水の歴史～水を活かし共に生きる～①　自然の水」

　「水が生まれる信濃おおまち」をより深く知るための連続講座（全３回）の初回として「自然の水」をテーマ
に、北アルプスを含む市内の降水・降雪の状況、氷河、地球規模の水循環について、講師に詳しく解説し
ていただきます。企画財政課・みずのわプロジェクト共催事業です。申し込み不要、参加無料です。

■日時　７月８日（土）　午前10時～正午
■会場　文化財センター　学習室
■対象　どなたでも
■講師　鈴木啓助（山岳博物館館長）
■問い合わせ　文化財センター　℡・有線23-4760

松澤恒和（東らくろう）遺作展

　大町市出身の画家である松澤氏の貴重
な作品を多数展示します。

■日時　７月12日（水）～23日（日）
　　　　午前10時～午後６時
■会場　ギャラリー・いーずら
　　　　（いーずら大町特産館２階）
■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習・青少年係
　℡市内線622

サークル１日体験「合唱」
　サークルの皆さんの協力により、合唱のサーク
ル１日体験を開催します。講師から「早春賦」や「山
を想へば」などの歌唱指導を受けることができます。
お気軽にご参加ください。

■日時　７月９日（日）　午前10時～正午
■会場　大町公民館分室　講堂
■定員　10人程度
■協力サークル　早春賦を愛唱する市民の会
■費用　200円（楽譜・資料代）
■申し込み　電話または直接、大町公民館分室へ。

サークル１日体験「俳句」
　サークルの皆さんの協力により、俳句のサークル
１日体験を開催します。自作の句を持ち寄り、先生
の指導を受けることができます。四季の移ろいの中
でふと抱いた感動を、俳句で表現してみませんか？

■日時　８月２日（水）　午後２時30分～６時
■会場　大町公民館分室　学習室１
■定員　数人
■協力サークル　やまなみ会
■持ち物　自作の俳句５句
■申し込み　電話または直接、大町公民館分室へ。

■問い合わせ　大町公民館分室　℡・有線22-0352
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大町図書館

おりがみ教室
「ぐりとぐらのぼうしを作ろう」

　世代を超えて親しまれている絵本『ぐりと
ぐら』シリーズ。なかよし野ねずみのぐりと
ぐら。トレードマークのかわいいぼうしを、
折り紙で作ってみましょう。参加無料です。
　青いぼうしをかぶって「ぐり」に、赤いぼう
しをかぶって「ぐら」になろう。

■日時　７月15日（土）　午後２時～３時30分
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■対象・定員　小学生までの児童　先着10人
　　　　※低学年児童は、保護者同伴
■申し込み　電話または直接、大町図書館へ。

大町市有線放送電話農業協同組合設立50周年記念展
「nostalgie 情報通信を支えた50年間の軌跡」

　情報通信の目覚ましい発展の中で大町有線放送が地域と共に歩ん
だ50年を通じ、放送機材や大町図書館が保管している資料などを活
用し、情報伝達の歴史を振り返ります。入場無料です。

■日時　７月26日（水）～８月20日（日）の図書館開館時間
　　　　※毎週月曜日は休館です。
■会場　大町図書館　１階　ホール

新聞データベースのご案内
　大町図書館では「信濃毎日新聞データベース」と「朝日新聞クロスサーチ」
の二つの新聞データベースを導入しています。それぞれ創刊号から最新の
記事まで、インターネットを通じて手軽に検索できます。館内パソコンで
利用できますので、利用の際は図書館カウンターへお申し出ください。

信濃毎日新聞データベース

　1873（明治６）年の創刊号から最新記事まで
ご覧いただけます。長野県内の地域ニュースは
もちろん、国内外の記事も含めて約350万件の
記事を収録しています。

朝日新聞クロスサーチ

　1879（明治12）年の創刊号から最新記事まで
ご覧いただけます。記事・広告約1,600万件か
ら歴史的出来事や最新のニュースをキーワード
で検索・閲覧することができます。

超かわいい　くつ下人形作り講座
　くつ下を使って、かわいい人形を作りましょ
う。とても愛らしいので、お子さんやお孫さん
へのプレゼントにぴったり。きっと喜ばれますよ。

■日時　７月22日（土）　午後１時～３時
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■対象・定員　どなたでも　先着15人
■講師　横川照子さん
　　　　（創作人形　ちりめん細工　野うさぎ）
■費用　1,000円（材料費）
■持ち物　裁縫道具
■申し込み　７月１日（土）から、電話または直

接、大町図書館へ。

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

昭和時代に使われていた
有線電話機

（スピーカー一体型）
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山岳博物館 大町図書館

自然ふれあい講座
みんなで温暖化ウォッチ
セミの抜け殻を探せ！
　山岳博物館では、県環境保全研究所と共催で「自然ふ
れあい講座」を開催します。大町公園でセミの抜け殻を
探し、その種類や数を調べます。毎年同じ場所で調べ続
けることで見えてくる自然の変化から、地球温暖化の地
域への影響について考えます。夏休みの自由研究にも活
用できますので、ぜひご参加ください。参加無料です。

■日時　８月１日（火）　午前10時～正午　※小雨決行
■会場　山岳博物館、大町公園周辺
　　　　※集合場所　山岳博物館
■対象・定員　主に小学生　先着20人
■協力　自然観察指導員長野県連絡会、セミの抜け殻し

らべ市民ネット
■持ち物　飲み物、帽子、タオル、筆記用具
■申し込み　７月３日（月）～30日（日）に、ながの電子

申請サービス（長野県）で受け付けます。

■問い合わせ　県環境保全研究所
　℡026-239-1031　　026-239-2929
　Ｅメールkanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

「家庭の日」に伴う入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物館では「家
庭の日」とその前日の土曜日、大町市民の入館料が無料
となります。その他の長野県民は入館料が割引となりま
す。この機会にぜひご来館ください。申し込み不要です。

■期日（７月）　７月15日（土）・16日（日）
■対象　大町市民、長野県民
■その他　来館時に住所が分かるものをご提示ください。

夏休み自由研究
プロジェクト講座
　夏休みの自由研究のテーマは決ま
りましたか？ 大町図書館の講座を
きっかけに、天体望遠鏡や手作り
モータをテーマに研究をしてみては
いかがでしょうか。

天体望遠鏡の使い方講座
　実際に天体望遠鏡を使って、操作
方法を学びます。天体望遠鏡の種類
や仕組みについて分かりやすく解説
します。選び方や手入れの方法など、
あなたの疑問にお答えします。この
機会に天体望遠鏡に触れてみましょ
う。参加無料です。
※この講座で天体観測は行いません。

■日時　７月９日（日）
　　　　午後２時～３時
■会場　大町図書館　２階　会議室
■対象・定員　小学５年生以上の人
　　　　先着10人
　　　　※小学生は保護者同伴

簡単モータを作ろう
　モータは、洗濯機や冷蔵庫、カメ
ラなど、身の回りのさまざまな製品
に使われています。そのモータの仕
組みを学び、実際に作ることで、ど
うして回り続けるのか、早く回すに
はどうしたらよいか探求してみま
しょう。

■日時　８月６日（日）
　　　　午前10時～正午
■会場　大町図書館　２階
　　　　視聴覚室
■対象・定員　小学生　先着15人
　　　　※低学年児童は保護者同伴
■講師　髙橋一雄さん
■費用　500円

共通事項
■申し込み　事前に、電話または直

接、大町図書館へ。
■問い合わせ　大町図書館
　℡・有線21-1616

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211

詳しくはこちら

https://s-kantan.jp/pref-
nagano-u/offer/offerList_
de t a i l . a c t i on ? t empSeq
=32365
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ファシリテーション講座　～WEBサービスで手軽におしゃれなチラシをつくろう！～
　北アルプス連携自立圏（大町市・池田町・松川村・白馬村・小
谷村）では、無料WEBサービス「C

キ ャ ン バ
anva」を使って、チラシやＳ

ＮＳ用の画像などを作成する講座を開催します。導入から使い
方まで、実際に操作しながら学びます。参加無料です。

■日時　７月18日（火）　午後１時30分～３時30分
■会場　総合情報センター　２階　パソコン教室
■対象・定員　どなたでも　先着15人
■申し込み　７月12日（水）までに、電話または直接、企画財政

課または市民活動サポートセンターへ。
※申込時にメールアドレスをお知らせください。

■その他　 ▽事前にCanvaアカウントを取得していただきます。取得方法は、後日メールでご案内します。

　 　 　 　 　 ▽パソコンは会場に用意しますが、ご自身のものを使用したい人はご持参ください。
■問い合わせ　 ▽企画財政課　℡市内線521・522

　 　 　 　 　 　 　 ▽市民活動サポートセンター　℡市内線830

こどもと大人の囲碁入門講座（第２期）・こども囲碁教室
　囲碁を通じたひとづくり、まちづくりを目指すアルプス囲碁村推進協議会と日
本棋院大町支部では、囲碁講座を開催します。思考力や集中力などを高められる
と注目されている囲碁を覚えてみませんか。

こどもと大人の囲碁入門講座（第２期）
■期日　８月19日～11月25日　土曜日　全12回（予定）
■対象　囲碁初心者の年長園児～大人
■費用

▽高校生以下　無料

▽大人　受講料300円／回
■申し込み　８月16日（水）までに、以下の申し込みフォー

ムからお申し込みください。
■その他　

▽講座は「年長園児～中学生の部」「高校生以上の部」に分か
れます。

▽途中からの受講はできません。第３期（12月～翌年３月）
にお申し込みください。

共通事項
■時間　午前10時～11時30分
■会場　アルプス囲碁村会館
■その他　開講日の詳細は、市ホームページをご覧ください。
■問い合わせ　アルプス囲碁村推進協議会（企画財政課企画調整係内）　℡市内線522

■講師　山田勇さん
　　　　（ＮＰＯ法人えんのわ）

こども囲碁教室
■期日　通年の毎週土曜日
■対象　囲碁（陣取りゲーム）ができる、
　　　　年長園児～高校生
■費用　無料
■申し込み　随時受け付けます。以下

の申し込みフォームからお申
し込みください。

■その他

▽送迎は各家庭で行ってください。

申し込みフォーム
（共通）
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総合体育館

少年少女海洋教室　カヌー・ＯＰヨット
　木崎湖でカヌーとＯＰヨット（１人乗り小型ヨット）の教室を開催します。

共通事項

■会場　大町市Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■費用　500円／回（保険料込み）
　　　　※教室開催日に各回分の参加費を現地でお支払いください。
■申し込み　７月12日（水）までに、Ｅメールまたは直接、総合体育館へ。

パーソナルトレーナーによるトレーニング講座（中期）
　自宅でもできる筋力強化の運動を行います。ストレッチや自重トレーニン
グを中心としたメニューで、特に怠りがちな体の後背面に働きかけ全身を
すっきりさせましょう。各回完結の講座で、毎回の参加も可能です。参加者

（20～70代）からは「柔軟性や筋力が向上した」「肩凝り・腰痛が解消した」「基
礎体温が上がった」などの声が寄せられています。

■日時　８月１日（火）・25日（金）、９月６日（水）・22日（金）、10月６日（金）・
17日（火）・26日（木）、11月９日（木）・22日（水）　午前10時～正午　※午前９時45分集合

■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　各回先着30人

※定員に達しない場合は市外からの参加も受け付けます。
■費用　500円／回（保険料・施設使用料など）

※参加日に会場でお支払いください。
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル、筆記用具

※運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　開催日の２日前までに、直接、総合体育館へ。

ビギナークラス
　カヌーを中心に、ＯＰヨットの仕組みも学ぶ教
室です。初心者を対象としたプログラムですので、
未経験の人もお気軽にお申し込みください。
　プログラムの中で、水の危険と安全について学
ぶ「水辺の安全教室」の時間も設けます。
■日時

▽７月17日（月）・22日（土）、８月１日（火）
　午前９時30分～11時30分
■対象・定員　市内にお住まいか通学している、

小学３年生～中学３年生　先着15人

アドバンスクラス
　ＯＰヨットを一人で自由に操船できること、
カヌーで強く遠くまでこげることを目指します。
■日時

▽７月17日（月）・22日（土）、８月１日（火）
　午後１時30分～３時30分
■対象・定員　市内にお住まいか通学している、

小学３年生～中学３年生　先着10人
※カヌー未経験者は参加できません。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855　Ｅメールsports@city.omachi.nagano.jp

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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情報ステーション
nformationI 生涯学習
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月
４
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
美
麻
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
美
麻
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
美
麻

支
所
産
業
建
設
係
内
）

℡
２
９
・
２
３
１
１

令
和
６
年
４
月
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

スポーツ協会

ジュニアソフトテニス教室

　夏休み期間中にジュニアソフトテニス教
室を開催します。この機会に技術を習得し
ましょう。
■日時　７月31日（月）～８月５日（土）

全６回　午前９時～正午
■会場　運動公園テニスコート
■対象・定員　市内にお住まいの小学３年

生～中学１年生　先着30人
■費用　1,800円（保険料込み）
■申し込み　７月27日（木）までに、費用を

添えて直接、スポーツ協会へ。
■問い合わせ　スポーツ協会
　℡・有線22-7658

親子陶芸教室
　「陶芸の家」では、親子陶芸教室を開催し
ます。日頃体験することの少ない陶芸を通
じて創作意欲を膨らませ、親子の触れ合い
を深めましょう。
　当日は「陶芸の家」の会員が指導しますの
で、初めての人もお気軽にご参加ください。
■日時

▽開講式・造形作業
７月29日（土）・30日（日）のどちらか１日
午前９時～11時

▽閉講式（作品の鑑賞、引き渡し）
　９月２日（土）　午前10時～11時
■会場　陶芸の家（東町、中央保健センター
　　　　南隣）
■対象・定員　市内にお住まいの小・中学

生と保護者で、閉講式に出席でき
る人（中学生は本人のみの参加も
可）　各日先着10組程度

■費用　500円／人（保険料・材料費）
■申し込み　７月18日（火）までに、電話ま

たは直接、福祉課高齢者・包括支
援係へ

■問い合わせ　福祉課高齢者・包括支援係
　℡市内線415
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お知らせ

お知らせ

お知らせ
市
役
所
１
番
窓
口
は

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
き
ス
ポ
ッ
ト
で
す

　
対
応
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
お
持
ち
で

な
い
人
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
不
安
な

人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
休
日
交
付
日

や
交
付
時
間
延
長
日
に
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
利
用
日
前
日
の
平
日
ま
で
に
、

電
話
で
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
・
戸
籍
係

℡
市
内
線
４
２
５
・
４
２
６
・
７
５
５

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

「
信
濃
路
は 

み
ん
な
の
笑
顔 

つ
な
ぐ
道
」

　
夏
休
み
を
迎
え
、
外
出
す
る
機
会
が

増
え
る
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」

「
事
故
に
遭
わ
な
い
」た
め
に
、
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
防
止

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
７
月
22
日（
土
）～
31
日（
月
）

■
運
動
の
重
点

❶
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
確
保

▽「
思
い
や
り
」を
持
っ
た
運
転
を
心
が

け
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

▽
横
断
歩
道
の
近
く
で
は
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
、
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
必
ず

止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

❷
自
転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

▽
自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
命
を
守

る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

▽
自
転
車
は
車
両
で
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

❸
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
通
り
慣
れ
た
道
で
も
油
断
せ
ず
、

し
っ
か
り
と
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

「
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」

「
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

国
民
年
金
手
続
き
の

電
子
申
請
が
で
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
申
請
・
届
け
出
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
申
請
・
届
け
出

▽
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の

届
け
出（
退
職
後
の
厚
生
年
金
か
ら
の

変
更
な
ど
）

▽
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請

▽
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
申
請

■
メ
リ
ッ
ト

▽
24
時
間
３
６
５
日
、
申
請
で
き
ま
す
。

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
で
き
ま
す
。

▽
処
理
状
況
も
申
請
結
果
も
確
認
で
き

ま
す
。

■
利
用
条
件　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
そ
の
受

取
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

休
日
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す

交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
…
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た

人
に
交
付
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
事
前
に
電
話
ま

た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
予
約
の
上
、
本
人
が
市

役
所
１
番
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
日
の
開
庁
時
間
内
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
行
け
な
い
場
合

　
休
日
交
付
日
や
交
付
時
間
延
長
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
休
日
交
付
日
や
交

付
時
間
延
長
日
に
受
け
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、
交
付
日
前
日
の
平
日
ま
で
に
、

電
話
で
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
交
付
日（
７
～
８
月
）

７
月
15
日（
土
）、
８
月
５
日（
土
）・
13

日（
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
。

交
付
時
間
延
長
日

毎
週
火
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

https://myna.go.jp/

詳しくはこちら
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青
少
年
へ

〝
愛
の
声
か
け
運
動
〟の
実
践
を

～
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
～

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」で
す
。
併
せ
て「
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運

動
強
化
月
間
」｢
薬
物
乱
用
防
止
広
報
強

化
期
間｣

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
青
少
年
は
地
域
社
会
か
ら
は
ぐ
く

む
」と
い
う
観
点
に
立
ち
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
青
少
年
の
た

め
の
よ
り
良
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
愛
の
声
か
け
運
動
は
、

大
人
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
、

褒
め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、
感
謝
す
る
、

考
え
さ
せ
る
、
注
意
す
る
な
ど
、
全
て

の
大
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
声
か
け
に
よ
り

具
体
的
に
青
少
年
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
大
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通

勤
途
中
や
社
会
生
活
の
中
で
出
会
う
青

少
年
に
対
し
て
、
自
ら
進
ん
で
温
か
な

「
愛
の
声
か
け
」を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
市
青
少
年
補
導
委
員
と
市

内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
、
小
・
中
学
生
へ
の
あ
い
さ
つ
運

動
や
通
学
道
路
巡
視
な
ど
、
合
同
補
導

活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５

シ
ニ
ア
世
代
の

社
会
参
加
・
生
き
が
い
な
ど
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
市
と
大
町
市
創
業
支
援
協
議
会
生
涯

現
役
環
境
づ
く
り
部
会
は
、
シ
ニ
ア
世

代
を
対
象
と
し
た「
就
労
を
含
む
社
会

参
加
」や「
生
き
が
い
」な
ど
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上（
令
和
５
年

６
月
１
日
現
在
）の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、

２
５
０
０
人
を
無
作
為
に
選
び
、
協
力

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
同
様
の
調

査
を
過
去
３
回
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
作
為

抽
出
の
た
め
、
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
配
布
方
法　
６
月
下
旬
以
降
、
順
次

郵
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
商
工
労
政
課

℡
市
内
線
５
４
２

▽
大
町
市
創
業
支
援
協
議
会
生
涯
現
役

環
境
づ
く
り
部
会

℡
８
５
・
４
７
５
５

平
和
の
黙
と
う

　
広
島
市
で
は
８
月
６
日
の
午
前
８
時

15
分
に
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
の
午

前
11
時
２
分
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多

く
の
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
に
合
わ
せ
て
、
犠

牲
者
に
対
し
黙
と
う
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
１

平
和
祈
念
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
で
は
、
戦
争
の
な
い
明
る
い
世
界

の
実
現
を
願
い
、
核
兵
器
廃
絶
・
軍
備

縮
小
を
推
進
す
る
都
市
と
し
て
、
平
和

意
識
の
高
揚
お
よ
び
平
和
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
和
を
祈
念

す
る
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
会
場

▽
８
月
２
日（
水
）～
10
日（
木
）正
午

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
ホ
ー
ル

▽
８
月
11
日（
金
）～
24
日（
木
）

大
町
図
書
館

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
係

℡
市
内
線
５
１
１

里
親
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
生
ま
れ
た
家

庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

温
か
い
愛
情
の
中
で
育
て
て
く
れ
る
人

を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
中
信
地
区
里
親
会
で
は
、
里
親
制
度

や
里
親
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
７
月
３
日（
月
）　
午
前
10
時

30
分
～

■
会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の

体
験
談
、
映
像
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど

■
申
し
込
み　
当
日
ま
で
に
電
話
で
、

松
本
児
童
園
へ
。

■
そ
の
他　
８
月
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の

夏
休
み
利
用
に
よ
り
児
童
セ
ン
タ
ー
が

使
用
で
き
な
い
た
め
、
相
談
会
を
お
休

み
し
ま
す
。
次
回
の
相
談
会
は
９
月
４

日（
月
）午
前
10
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
児
童
園

℡
０
２
６
３
・
４
７
・
０
５
９
０

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７
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■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
例

▽
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
市
営
住
宅
・
雇

用
促
進
住
宅
へ
の
入
居
申
し
込
み

▽
パ
ー
ト
ナ
ー
が
親
権
者
と
共
に
行
う

保
育
施
設
へ
の
入
所
申
し
込
み

▽
市
立
大
町
総
合
病
院
に
お
け
る
治
療

へ
の
同
意
な
ど

▽
罹り

災さ
い

証
明
の
代
理
申
請
に
お
け
る
委

任
状
の
省
略

▽
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
保
育
園
・
児
童

ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎

▽
救
急
搬
送
証
明
な
ど
の
代
理
申
請
に

お
け
る
委
任
状
の
省
略

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
０
２

▽
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
男
女
共
同
参

画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
８
３
０

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に

係
る
住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標
の

達
成
を
目
指
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防

災
対
策
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
避
難
意
識
な
ど
に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人

に
ご
回
答
い
た
だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
７
月
１
日（
土
）〜

■
注
意
事
項

▽
回
答
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

▽
回
答
の
途
中
で
回
答
状
況
を
一
時
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
選
択
式
の
設
問
は
、
該
当
す
る
選
択

肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
記
述
式
の
設
問
は
、
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人

を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
取
り
ま
と
め
、

今
後
の
防
災
対
策
の
検
討
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
防
災
担
当
）付
参
事
官（
防
災
計
画
担

当
）付　
大
竹
・
吉
田

℡
０
３
・
３
５
０
１
・
６
９
９
６

市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円（
１

等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円
）で
す
。

１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
０
０
０
万

円（
１
等
２
０
０
０
万
円
、
前
後
賞
各

５
０
０
万
円
）の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
も
同
時
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
長
野
県
内
の
宝
く
じ
売

り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
発
売
期
間　
７
月
４
日（
火
）～
８
月

４
日（
金
）

■
抽
選
日　
８
月
18
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
３
６
１
１

「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

届
出
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

　
「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
届
出

制
度
」は
、
双
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
一

方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
お

二
人
が
、
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
す
る
こ
と
を
県
に
届
け
出
て
、
県
が

届
け
出
を
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

制
度
で
す
。
７
月
10
日（
月
）か
ら
届
け

出
を
受
け
付
け
、
８
月
１
日（
火
）か
ら

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
多
様
性
や
違
い
を
認
め
、
共
に
支
え

合
っ
て
暮
ら
す
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
々
の
生
活

上
の
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
や
届
け
出
方
法
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
、
次
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
届

け
出
を
し
た
人
も
、
配
偶
者
ま
た
は
家

族
と
同
様
に
取
り
扱
い
ま
す
。 https://www.pref.nagano.

lg.jp/jinken-danjo/sogi/
partnership.html

https://en.surece.
co.jp/kaiko2023/

詳しくはこちら

回答フォーム
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
孤独を楽しむ人、ダメになる人［人生訓］
��������������� 有川真由美／著
サクッとわかるビジネス教養 ビジネスモデル［ビ
ジネス］������������  山田英夫／監修
アウトドア六法 正しく自然を楽しみ、守るための法
律［アウトドア］����������������
　中島慶二・溝手康史・益子知樹・ベリーベスト

法律事務所・上野園美／監修　山と溪谷社／編
くもをさがす［日本の小説］����� 西加奈子／著
−新着図書（子ども向け）−

あくたれラルフよいこになる［外国の絵本］
���������� ジャック・ガントス／さく

ニコール・ルーベル／え　こみやゆう／やく
調べる学習子ども年鑑2023［学習］
������������ 朝日小学生新聞／監修
ずかんえほん おおきなのりもの［乗り物］
�������������� スズキサトル／絵
−７月の推薦図書−

ハチハンドブック 増補改訂版
文一総合出版　藤丸篤夫／著
　ミツバチやスズメバチなど、身近
なハチ116種を紹介。形態も生態も
多様なハチの世界を美しい生態写真
で楽しめる図鑑です。
さんびきのけむし　文溪堂
accototo　ふくだとしお＋あきこ／著
　色のちがうみっつのたまごから生
まれたさんびきのけむし。「じぶん
の色がいちばんきれい」蝶々になっ
たさんびきはだれの色がいちばんき
れいかもぐらさんに聞きにいきます
が…。美しい色彩と優しい世界観の絵本。
−７月の催し−

おはなしの森����� １日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや（会場は大町図書館）
������������� 11日（火）　午前11時
おりがみ教室������� 15日（土）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 20日（木）　午前10時〜正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 155
自然の渓流で川遊び！ 「スプラッシュ・リバー」
　大自然の中で、川遊びを楽しもう！
■日時　７月15日（土）～17日（月）、７月22日（土）～８

月20日（日）　午前10時～午後４時
※雨天・増水時は中止

■場所　河畔広場
■その他

▽小学生以下は保護者同伴

▽ つま先・かかと部分がある履
物（ウォーターシューズなど）の
着用が必須です。

▽浮き輪や水鉄砲などの遊具の持ち込みはできません。

ロープで木登り！ ツリーイング
　木登りアクティビティに挑戦しよう！
■日時　７月15日（土）・16日（日）

①午前10時～、②午前11時～、
③午後１時～、④午後２時～、
⑤午後３時～　※雨天中止

■場所　河畔広場
■対象・定員　６歳以上の人　各回先着

10人（当日申し込み）
■料金　1,500円／人

大型の水遊びプールが登場！ 「スプラッシュ・ランド」
　大自然の中に大型の水
遊びプールが登場。水深
20～30cmだから小さな
お子さんも安心して遊べ
ます。
■日時　７月15日（土）～
　　　　17日（月）、７月22日（土）～８月20日（日）

午前10時～正午、午後０時30分～４時
※雨天中止

■場所　アルプス大草原
■その他　水着の着用が必要です。水遊び用おむつは、

専用の小型プールでのみ利用できます。

「信州 山の日」木工体験 マイ箸づくり＆ミニいすづくり
　長野県産の木材を使って「マイ箸」や「ミニいす」を作ろう。
■日時　７月23日（日）　午前10時～午後３時
■場所　入口広場
■定員　各先着60人（当日申し込み）
■その他　小学生以下は保護者同伴
■主催・問い合わせ　長野県林務部　℡026-235-7261

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　画家・三戸呂美都子さ
ん（69）＝平・西原＝を
ご紹介します。一水会会
友、長野県展会員、中信
美術展会員として活動す
る三戸呂さんに絵を描き
始めたきっかけ、作品へ
のこだわりなどお聞きします。また、生まれ故郷で
開催予定の個展にかける思いを伺います。

 放送日  ……………………… ９日（日）・12日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送７月の番組から
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ケーブルテレビ７月の番組から

若一王子祭り
＊若一王子祭り（生中継）����� 22日・23日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊リフレッシュジャズコンサート��１日〜９日
＊北小学校　運動会��������１日〜９日
＊美麻小中学校　運動会����� ３日〜16日
＊北アルプス雪形まつり「雪形ステージ」
　��������������� 10日〜23日
＊東小学校　音楽会��������� 24日〜
＊八坂ふれあい運動会�������� 24日〜
＊南小学校　音楽会��������� 31日〜
＊市消防団ポンプ操法大会������ 31日〜

※放送予定を変更する場合があります。ご了承く
ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

７月の有料相談（要予約）

法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽ 家具調こたつ（約２カ月前購入、ほぼ未使用、
山善製、正方形、４人用）���  3,000円くらい

▽和テーブル（購入時期・使用期間不明、Ｗ153cm
×Ｄ89cm×Ｈ34cm）���������� 応談

▽煎茶道具一式：茶わん５客、茶たく５個、急須、
茶せん、茶つぼほか（約20年前購入、約８回使用）

　������������������� 応談
●譲ってください

▽けん玉（いくつでも）����������� 無料

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

７月の納税など
固定資産税・都市計画税…………………… 第２期
国民健康保険税……………………………… ７月分
後期高齢者医療保険料……………………… ７月分
保育料・保育所給食費……………………… ７月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………… ７月分
学校給食費…………………………………… 第３期
下水道受益者負担金………………………… ７月分
上下水道料・簡易水道料…………………… ７月分

納期限は７月31日（月）

７月の無料相談

結 婚 ８日（土）
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

11日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=出井博文弁護士（次回は８月８日　岡村あゆみ弁護士）

行 政

26日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

行政管理係
☎ 市 内線 511

26日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金
（ 要 予 約 ）

20日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

13日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83027日（木）

9：00〜12：00

育 児
24日（月）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

10日・24日
月曜日

13：00〜16：00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

10日・24日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

27日（木）
13：30〜15：30

白馬村
ふれあいセンター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
20日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 20日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　６月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,874 （－43）　男 12,588 （－15）　転入 51　出生 8
　世帯数 11,980 （－17）　女 13,286 （－28）　転出 68　死亡 34

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

2日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

9日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

16日（日）
伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077
みどりクリニック 松川村 ☎ 62-5225
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

17日（月）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

23日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

30日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
2日（日） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

9日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

16日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

17日（月） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

23日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762

30日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
2日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

9日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

16日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252

17日（月） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

23日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

30日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

対象の省エネ家電をご購入の皆さんに
キャッシュレスポイントプレゼント！
　県では、エネルギー価格高騰による家庭負担の軽
減や温室効果ガスの削減を図るため「信州省エネ家
電購入応援キャンペーン」を実施しています。
　期間中に対象店舗で対象の省エネ家電を購入した
長野県民の皆さんに、製品に応じてキャッシュレス
ポイントをプレゼントします。対象店舗・対象製品
など詳しくはキャンペーン専用サイトをご覧ください。

■キャンペーン利用方法
①対象店舗で対象の省エネ家電を購入する。
②申請チケットを店舗から受け取る。
③チケットから申請フォームにアクセスし、申請を行う。
④申請承認後にメールが届くので、キャッシュレスポイントと交換する。
■申請締め切り　８月31日（木）
■問い合わせ　「信州省エネ家電購入応援キャンペーン」お客様コールセンター
　℡050-5527-4367（受付時間　午前10時～午後７時）

７月の休日医療情報

https://shinshu-shoene.jp

詳しくはこちら
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